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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して 

いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため 

返信できませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

第６１号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □【かみかわ知っ得セミナーを開催します】 

 □【道総研ランチタイムセミナー「おひるの科学」に参加します】 

 

■トピックス 「コンブの産地を訪ねて」 

 

■研究紹介 「重点研究：低コスト地中採熱システム及び温泉排湯等の熱回収 

       システムの開発」 

 

■最近の研究所の動き 

 □根室振興局住宅協議会が開催されました 

 □北海道教育大学附属旭川中学校生徒の研修受け入れをしました 

 □８月の業務報告 

 □構造計算適合性判定センターから 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 イベントのお知らせ 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

 



□【かみかわ知っ得セミナーを開催します】 

 

上川管内にある道総研３機関（上川農業試験場、林産試験場、北方建築総合研 

究所）が連携して、身近なテーマでセミナーを開催します。 

今年は３日間連続してセミナーを開催するほか、セミナーに関連した研究成果 

等の展示も行いますので、多くの方々のご来場をお待ちしております。 

 

日時及びテーマ 

第１回 １０月２２日（水）１２：２０～１２：５５ 

「考えよう！我が家の屋根の雪対策」 

講師：北方建築総合研究所 研究主査 高倉 政寛 

 

第２回 １０月２３日（木）１２：２０～１２：５５ 

「しっぽのある家族と楽しく暮らすために～ペット共生型床材の開発～」 

講師：林産試験場 研究主任 松本 久美子 

 

第３回 １０月２４日（金）１２：２０～１２：５５ 

「全国のもち食文化を支える上川の糯（もち）品種」 

講師：上川農業試験場 研究主査 木内 均 

 

（企画課 酒井） 

 

□【道総研ランチタイムセミナー「おひるの科学」に参加します】 

 

道総研本部が研究活動について多くの方々に知っていただくため、毎月北海道 

庁１階の交流広場で開催しているランチタイムセミナー「おひるの科学」に、 

北総研も講師として参加します。 

「暮らし方と省エネルギー ～私たちは何ワットで暮らせるか？～」と題し、 

生活の中で必要なエネルギーはどれくらいなのか、また省エネのポイント等に 

ついて解説します。 

日々の暮らしに欠かせないエネルギーについて、改めて考えてみませんか。 

皆様のご来場をお待ちしております。 

 

 日時：平成２６年１０月２４日（金）１２：０５～１２：５５ 

 場所：北海道庁交流広場（札幌市中央区北３条西６丁目） 

 

（企画課 酒井） 
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 トピックス 「コンブの産地を訪ねて」 
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道総研発足以降、環境グループでは、農業研究本部や水産研究本部と連携した 

食料生産に関わる研究テーマが増加しています。 

 



昨年から乾燥施設の実態調査のため、道内各地のコンブ産地を訪ねています。 

多くのコンブ産地では、天日乾燥に加え、灯油や重油を使用した機械乾燥が併 

用されていますが、乾燥施設の構造、コンブの掛け方、温湿度の設定、乾燥時 

間など、乾燥方法は地域によって大きく異なることがわかりました（同じ集落 

内では漁師さんの考え方の違いによる若干の差はありますが、概ね同じ方法が 

採用されています）。地域による乾燥方法の違いは、気象条件やコンブの種類 

の違い、敷地条件などが影響しているようですが、機械乾燥が導入されてから 

数十年の間に、各地域で独自に進化し、現状でもそれなりに洗練された方法で 

乾燥が行われていると言うことができると思います。 

一方、いまのやり方のままでは限界が来ているという意見も、生産者の中に少 

なからずあり、そこに研究ニーズもあると考えています。背景にあるのは燃料 

代の高騰と人手不足です。人手不足は最近いろいろな分野で深刻な問題となっ 

ていますが、コンブ生産はいまも基本的に家族労働によって担われています。 

昨年は根室で代々続くコンブ漁家を夜通し見学させていただき、親子孫３代の 

家族全員で役割分担をしての深夜に及ぶ作業には、失われつつある生業として 

の生産の姿を見た気がしました。そして、他の漁家には負けたくないという気 

持ちが、地域としてコンブの質を維持しているのだと言います。 

 

いま私たちが研究で取り組んでいる新しい技術が、こうした食の生産現場に生 

かされるためには、省エネ性能や経済性を指標とするだけではなく、生産現場 

の魅力向上につながるものでなければと考えているところです。 

 

（環境Ｇ 立松） 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 研究紹介「重点研究：低コスト地中採熱システム及び温泉排湯等の熱回収シ 

      ステムの開発」 
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重点研究「低コスト地中採熱システム及び温泉排湯等の熱回収システムの開発」 

（主管：工業試験場）では、低コストで施工性が良いプラスチック製の地中熱 

交換器と温泉熱交換器を開発しており、北総研では、主に、最適な設計条件を 

探るためのシミュレーションを担当しています。 

 

地中熱交換器は、ヒートポンプ暖房用として、深さ約１．５ｍ程度までの浅い 

地中に設置し採熱するもので、従来のボアホール方式に比べ、設置コストを半 

減することを目標にしています。今後、フィールドでの実測結果と数値解析結 

果を基に設計資料を作成する予定です。 

 

温泉熱交換器は排湯を給湯の予熱に利用するためものであり、数値流体解析と 

実験室実験で形状および性能を検討してきました。今後、実際の温泉施設に設 

置して、維持管理性なども含めて検証し、導入マニュアルを作成する予定です。 

 

（環境Ｇ 月館） 
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   最近の研究所の動き 
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■【根室振興局住宅協議会が開催されました】 

 

８月２７日に根室振興局地域住宅協議会が開催されました。 

 

議事には別海町木造平屋住棟「西春別団地」に係る検討として、断熱性能、換 

気手法、界壁の遮音対策などが議題として取り上げられました。 

「西春別団地」は平成27年度の施工・完成に向けて今年度設計が進められてい 

るところです。 

北総研からは廣田と遠藤の２名が会議に出席し、平成２５年省エネルギー基準 

や環境共生型公営住宅整備の手引き（仮）、木造共同住宅の遮音工法について 

説明を行った後、具体的に西春別団地（１棟３戸）の仕様検討に入りました。 

 

省エネルギー基準については、これまでの環境共生公営住宅基準に適合する外 

皮性能とすることで、外皮平均熱貫流率は基準値をクリアするほか、公住の標 

準的な設備機器で一次エネルギー消費量も基準値を１０％以上下回り、省エネ 

ルギー性能をアピールできることがわかりました。換気方式は第３種機械換気 

とし、天井懐を通して給気する方式を検討しています。 

また、遮音対策は、界壁にせっこうボード１２．５mmを二重張り、間柱の千鳥 

配置、グラスウール挿入といった仕様にすることで、これまでより一ランク高 

い遮音性能が確保できます。これらの仕様が実現できるように現在検討を行っ 

ています。 

 

北総研では、この様な取り組みに対し技術支援を行っていますので、ご相談く 

ださい。 

 

（構法材料Ｇ 廣田） 

 

■【北海道教育大学附属旭川中学校生徒の研修受け入れをしました】 

 

９月２日、北海道教育大学附属旭川中学校「勤労・職場体験学習」により３年 

生の生徒さん３名を受け入れ、研修を行いました。 

 

これは、附属中学校より依頼のあったもので、生徒さんが将来仕事に就いたと 

きのイメージをもってもらったり、進路選択に生かすための研修で、研修内容 

としては、「北総研の概要説明」「研究員の仕事」「研究事例の紹介」「ユニ 

バーサルデザインについての概要及び説明」「実験体験」を行いました。 

生徒さんは、研究職に興味のあるということで、実際に研究職員からの研究職 

になるまでの経過や研究業務等の説明に対し、熱心に学習し積極的に質問もさ 

れておりました。 

また後日、３名の生徒さんからはお礼の手紙も届き、研究職への興味を深めて 

いただけた内容のことが書かれており、大変嬉しく思いました。 



 

将来は建築という分野に限らず、自分の能力が発揮できる仕事に就いてもらえ 

ればと思います。 

 

（企画課 杉森） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【８月の業務報告】 

 

平成２６年８月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験  ４件（累計 ５２件） 

設備使用  ６件（累計 １６件） 

性能評価  １件（累計  ５件） 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数    ７件 

人数   ３２名 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数   ２０件 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【構造計算適合性判定センターから】  

 

□８月の判定業務 

受付   １３件（１３棟）  

結果通知 ２７件（３９棟）  

 

８月の判定依頼は、共同住宅等４件、事務所２件、店舗等１件、病院１件、そ 

の他でした。（計画変更も含む） 

 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均日数は３４．４日（前月比 

＋４日程度）、実判定日数（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均 

日数は８．２日（前月同程度）でした。 

 

北海道では例年７月頃から適判対象物件が減少する傾向にあり、前月同様に当 

判定センターへの依頼数は大きく減少しています。 

（他機関の判定数なども含めた適判対象物件数は北海道建設部にて集計予定） 

総判定日数は前月比＋４日となっていますが、実判定日数は前月同程度です。 

８月は夏期休暇の影響があり、設計事務所等の休暇日数（８月１２日～１５日） 

が加わったものと考えられます。 



判定時間短縮のため、引き続き、皆様のご協力をお願いします。 

本年６月に建築基準法などの改正が公布されています。適判手続きが大きく変 

わることになりますが、その運用方法などが示される政省令が未だに公布され 

ていません。法改正に関する諸事項にも注視が必要です。 

 

（構造判定Ｇ 渡邊）  

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【編集後記】 

 

本号では、コンブの乾燥施設に関する調査研究について紹介しましたが、本文 

にあるように、道総研発足以来、他の分野と連携した研究が増えています。 

６つの分野が一体となった道総研の総合力が地域課題の解決に向けて力を発揮 

しつつあるのではないでしょうか。 

北総研としても、道総研の一員としてこれからも建築、まちづくりの分野を中 

心に地域を支える研究機関として取り組んで参りますので、よろしくお願いい 

たします。 

 

（企画課 清水） 
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   管理者からのお知らせ 
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アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


